
2018年度 大学入試センター試験（本試験）分析と学習のアドバイス 

 

科目： 世界史  

 

◆全体概況 

大問数・解答数 大問数：4題  解答数：36問 

難易度 昨年並み 

分量 昨年並み 

 

◆大問別分析 

大問 出題分野・テーマ等 配点 分析 

第１問 世界史上の帝国や王

朝の支配 

25 ・問 9 はやや難（知識が細かめ→ラシード＝ウッディーンが

イル＝ハン国と結びついているか） 

・それ以外は基礎的な知識で対応可能（単に重要用語を覚え

ているか、誤り選択肢を消去するかで解ける） 

第２問 宗教や宗教集団 25 ・問 2 はやや難（地図の推測が必要→マウリヤ朝がガンジス

川流域であると知っていれば簡単に対処できる） 

・それ以外は基礎的な知識で対応可能（単に重要用語を覚え

ているか、誤り選択肢を消去するかで解ける） 

第３問 世界史上の都市とそ

の建造物 

25 ・問 1 はやや難（知識が細かめ→慶州・仏国寺と新羅が結び

ついているか） 

・問 2 はやや難（知識よりも思考で対処すべき問題→東方植

民という用語から以東が選択できれば簡単に対処できる） 

・問 6 はやや難（知識が少し細かめ→正解以外を消去できる

か） 

・問 9 はグラフを読み取る問題だが、実際には五・四運動と

義和団事件の年号の知識さえあれば簡単に対処できる 

・それ以外は基礎的な知識で対応可能（単に重要用語を覚え

ているか、誤り選択肢を消去するかで解ける） 

第４問 人の移動と戦争との

関わり 

25 ・問 4 はやや難（知識が細かめ→ルワンダ内戦の時期という

現代史の知識があるかどうか） 

・問 5 はやや難（知識が細かめ→モンゴルの成立年を知って

いるか） 

・それ以外は基礎的な知識で対応可能（単に重要用語を覚え

ているか、誤り選択肢を消去するかで解ける） 



 


